
１

令和元年度廿日市市地域包括支援センター事業報告

１ 総括事項

(1) 設置

廿日市市福祉保健部地域包括支援センター

① 地域包括支援センター はつかいち 廿日市東部、廿日市中部、廿日市西部

② 地域包括支援センター さいき 佐伯、吉和

③ 地域包括支援センター おおの 大野、宮島

地域高齢者総合相談窓口運営事業（社会福祉法人委託）

ブランチ吉和、ブランチ宮島

(2) 職員配置 （平成31年3月末時点）

包括名 正 職 客員スタッフ 嘱 託 職 員 合計

地域包括支援センター 所長 1 1

はつかいち 保健師 2

栄養士 1

社会福祉士 2

主任介護支援専門員 2

保健師 3

社会福祉士 3

看護師等 4

介護支援専門員 3

認知症地域支援推進員 2

臨時事務職員 2

24

さいき 保健師 1

主任介護支援専門員 1

社会福祉士 1

社会福祉士 1

看護師 1

臨時事務職員 1

6

おおの 保健師 1 社会福祉士 1

主任介護支援専門員 1

社会福祉士 1

看護師 1

介護支援専門員 2

認知症地域支援推進員 1

臨時事務職員 1

9

合 計 8 6 26 40

資料１
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２ 事業報告

(1) 介護予防ケアマネジメント事業

ア 介護予防支援事業【介護サービス事業勘定】

地域包括支援センターでは、指定介護予防支援事業者として、要支援者（「要支援１」・「要

支援２」に認定された方）の介護予防ケアプランを作成している。

(ｱ) 介護予防プラン策定件数（全体） （件）

(ｲ) 令和元年度包括別介護予防プラン策定件数 （件）

イ 介護予防ケアマネジメント事業（介護予防･日常生活支援総合事業）【介護保険事業勘定】

また、平成２８年度から介護予防・日常生活支援総合事業における介護予防ケアマネジメン

トを開始し、要支援者及び事業対象者の介護予防ケアプランを作成している。

基本チェックリストやアセスメントを実施した結果、支援が必要な人（事業対象者）及び要

支援認定者の自立支援を目的にケアプラン作成等を行った。

年 度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

介護予防プラン策定件数 11,435 12,586 13,200

内

訳

地域包括支援センター実施分
5,090

(44.5％)

5,504

(43.7％)

5,576

(42.2％)

(委託)居宅介支援事業所実施分
6,345

(55.5％)

7,082

(56.3％)

7,624

(57.8％)

包 括 名 はつかいち さいき おおの

プラン策定件数 7,385 2,086 3,729

内

訳

地域包括支援センター実施分
3,414

(46.2％)

1,003

(48.1％)

1,159

(31.1％)

(委託)居宅介支援事業所実施分
3,971

(52.9％)

1,083

(51.9％)

2,570

(68.9％)



３

(ｱ) 介護予防ケアマネジメントプラン策定件数（全体） （件）

(ｲ) 令和元年度介護予防ケアマネジメントプラン包括別策定件数 （件）

ウ ケアマネジメントプラン策定件数（介護予防プラン策定件数＋介護保険ケアマネジメントプラン策定件数）

高齢者の増加とともにプラン作成件数も年々増加している。(前年度から５１８件増)

地域包括支援センターの職員１人あたりの平均プラン作成件数は月２３．４件である。

年 度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

介護予防プラン策定件数 6,744 6,703 6,607

内

訳

地域包括支援センター実施分
3,598

(53.4％)

3,551

(53.0％)

3,444

(52.1％)

(委託)居宅介支援事業所実施分
3,146

(46.6％)

3,152

(47.0％)

3,163

(47.9％)

包 括 名 はつかいち さいき おおの

策定件数 4,479 615 1,512

内

訳

地域包括支援センター実施分
2,633

(58.8％)

302

(49.1％)

508

(33.6％)

(委託)居宅介支援事業所実施分
1,846

(41.2％)

313

(50.9％)

1,004

(66.4％)

年 度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 対前年度

介護予防支援事業プラン策定

件数
11,435 12,586 13,200 614

介護予防ケアマネジメント事

業プラン策定件数
6,744 6,703 6,607 △96

合 計 18,179 19,289 19,807 518
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【参考】介護予防支援・介護予防ケアマネジメント件数（月別）

(2) 総合相談・支援事業

ア 地域包括支援センター総合相談支援業務

(ｱ) 相談支援延件数（全体） (件)

年 度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

電話相談 16,220 15,471 16,772

面接相談
来所 3,310 3,252 3,290

訪問 12,495 12,704 13,140

その他 278 419 444

合 計 32,303 31,846 33,646

包括 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
直営 新規 8 7 11 6 9 6 6 9 13 8 12 6 101
   継続 284 279 279 276 276 265 279 285 280 287 275 283 3348
委託 新規 7 8 5 10 8 3 12 7 5 8 10 10 93
   継続 313 308 315 309 321 323 319 329 328 333 340 340 3878
直営 新規 6 11 3 10 6 7 8 5 10 7 4 5 82
   継続 203 209 214 212 217 216 215 221 216 203 220 205 2551
委託 新規 8 10 5 5 0 6 7 6 5 4 5 8 69
   継続 143 154 155 157 153 144 144 150 146 143 144 144 1777
直営 新規 1 1 2 5 3 3 1 1 1 1 5 1 25
   継続 78 79 81 82 85 82 89 89 84 78 73 75 975
委託 新規 4 5 1 3 1 2 0 5 0 5 2 3 31
   継続 91 89 91 85 85 86 85 84 84 91 90 91 1052
直営 新規 3 0 1 2 1 1 2 0 1 2 0 1 14
   継続 29 28 27 25 26 25 22 25 22 19 19 22 289
委託 新規 1 0 0 0 0 3 1 1 2 0 0 2 10
   継続 21 22 20 25 24 23 26 26 25 29 32 30 303
直営 新規 1 4 6 1 9 11 0 2 4 5 3 4 50
   継続 88 93 93 94 90 91 102 93 99 98 99 102 1142
委託 新規 8 6 7 3 6 5 5 7 7 5 3 6 68
   継続 201 203 205 213 208 208 207 213 209 212 208 215 2502
直営 新規 1 3 1 1 2 0 1 3 1 1 0 2 16
   継続 43 44 42 43 41 42 40 37 45 39 39 37 492
委託 新規 2 4 4 2 4 4 4 4 5 6 3 4 46
   継続 80 77 76 78 79 78 80 79 78 83 86 84 958

種別
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(ｲ) 令和元年度包括別相談支援延件数 (件)

イ ブランチ業務（吉和、宮島地域）

(ｱ) 相談支援延件数（全体） （件）

(ｲ) 令和元年度ブランチ別相談支援延件数 （件）

包 括 名 はつかいち さいき おおの

電話相談 10,560 2,217 3,995

面接相談
来所 2,150 366 774

訪問 8,085 1,721 3,334

その他 295 45 104

合 計 21,090 4,349 8,207

年 度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

相 談 件 数 352 374 299

実 態 把 握 件 数 85 92 80

生活支援プラン作成件数 2 3 2

委託料（円） 2,933,500 2,954,400 2,920,000

ブランチ名 吉和せせらぎ園 宮島ふれあい

相 談 延 件 数 67 232

実 態 把 握 延 件 数 60 20

生活支援プラン作成件数 1 1
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ウ 総合相談業務内訳（新規相談）

令和元年度の新規相談件数は、前年度と比較して、件数、内容とも大きく変化していない。

相談内容は、介護についての相談が最も多く、相談者の５５．４％が介護保険の申請につな

がっている。

③相談者

相談者 廿日市 佐伯 大野 吉和 宮島 合計 割合（%）

本人 182 21 57 3 4 267 27.4 

配偶者 128 10 32 0 1 171 17.6 

子供・嫁・婿 215 35 58 0 3 311 31.9 

親族 26 4 9 1 0 40 4.1 

民生委員 26 5 19 0 0 50 5.1 

ケアマネ 8 2 13 0 0 23 2.4 

医療機関 33 － － － － 33 3.4 

近隣・知人 15 0 1 0 2 18 1.8 

行政・消防 6 4 5 0 0 15 1.5 

社協 1 0 0 0 0 1 0.1 

事業所・施設 6 1 7 0 2 16 1.6 

その他 0 6 19 0 4 29 3.0 

合計 646 88 220 4 16 974 100.0 
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④相談内容

⑤対処結果
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(3) 権利擁護事業

ア 高齢者虐待対応

虐待の通報があった場合は、高齢者虐待防止法に基づき、速やかにその高齢者の状況を把握

し、介入の緊急性、介護保険サービスによる介入方法、分離の必要性等の対応方法を関係課と

ケース会議を実施し支援を行った。

(ｱ) 虐待相談・支援件数（全体）

(ｲ) 令和元年度包括別虐待相談・支援件数

イ 判断能力を欠く状況にある人への支援など【成年後見制度等の利用】

認知症や知的・精神障がい者などで判断能力が十分でない人に対し、財産管理や生活に配慮

する身上監護について、成年後見人制度等の支援をした。親族等による申立てが期待できず、

必要性がある場合には市長申立てを行った。

ウ 高齢者・障がい者虐待防止ネットワーク会議

高齢者並びに障がい者虐待の早期発見・早期対応及び虐待防止を推進することを目的として、

２０団体で構成する高齢者虐待防止ネットワークを設置している。令和元年11月14日（木）に

ネットワーク会議を開催し、虐待集計結果と対応報告、経済的虐待案件についての意見交換を行

った。経済的虐待については、できるだけ早い段階で介入していくことが必要であり、関係者で連

携して対応することを再確認した。また、虐待対応の終結の基準について課題があった。

年 度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

虐待相談実件数 39件 55件 36件

包 括 名 はつかいち さいき おおの

虐待相談実件数 21件 6件 9件

年 度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

成年後見支援 － 10件 6件

市長申立て 1件 1件 3件
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(4) 包括的・継続的ケアマネジメント事業

在宅・施設を通じた地域における多職種相互の協働等により、連携を図りながら支援を行うため

のネットワークづくりに取り組んだ。また、各居宅介護支援専門員の資質向上のための研修、連絡

会、情報交換等を行った。

ア 介護支援専門員支援事業

会 議 名 回数 実 施 内 容

廿日市市居宅介護

支援事業所連絡会

（参加人数

95人）

1回 令和元年9月18日

・高齢介護課：①介護予防・日常生活支援総合事業単位数サービスコ

ードについて

②いきいき百歳体操

③退院調整等状況調査について

④要介護認定調査事務の民間委託について

⑤廿日市市高齢者計画・第８期廿日市介護保険事業計

画の策定に向けた各種調査の実施について

⑥定期巡回随時対応型訪問介護について

・危機管理課： 警報レベル情報について

・福祉総務課：①避難行動要支援者避難支援制度について

②プレミアム付商品券事業の実施状況について

・循環型社会推進課：可燃ゴミの有料化について

・障害福祉課： 障害福祉制度、サービスについて

・地域包括支援センター：

①廿日市市認知症ケアパス、認知症あんしんガイドブックについて

②10月からの給付管理、委託料について

廿日市市居宅介護

支援専門員研修

（参加延人数

153人）

4回 令和元年7月23日 事例検討会（36人）

令和元年8月20日 災害に備えた主任介護支援専門員としての取組

（31人）

令和元年10月15日 事例検討会（36人）
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イ 関係機関とのネットワークづくり

令和元年11月12日 災害支援における主任介護支援専門員の役割と

活動

～災害時リスクマネジメント～ （50人）

介護支援専門員と

の連携・引継ぎ

1,119

件

【内容】① 介護保険 957件

② 医療関係 47件

③ 認知症 39件

④ 精神等 10件

⑤ その他（苦情、生活保護、障害福祉、施設入所等）

66件

会 議 名 回数 実 施 内 容

在宅医療・介護関

係職種連絡会

（参加人数１０４人）

1回 令和2年1月31日（金）

「自立に向けた専門職の視点と役割

～自立支援型地域ケア個別会議を通して～」

介護施設と居宅介

護支援事業所と地

域包括支援センタ

ー連絡会

（参加延人数 80人）

1回 令和元年6月18日（火）

小規模多機能型居宅介護事業所と居宅介護支援事業との理解と

情報共有

・地域の絆地域福祉センター佐方

・サンキ・ウェルビィ小規模多機能センター

・小規模多機能 宮内温泉湯治の館ひまわり

・小規模多機能 阿品みどりの家

高齢者・障がい者

虐待防止ネットワ

ーク会議

（参加延人数 32人）

1回 令和元年11月14日（木）

・平成30年度障がい者虐待、高齢者虐待集計結果と対応報告

・意見交換「経済的虐待案件についての意見交換」

民生委員児童委員

協議会定例会

毎月

1回

高齢福祉・介護保険情報提供、個別相談対応



１１

ウ 地域包括支援センター連絡会

認知症関係会議等 16回 ・認知症高齢者支援会議 (6回)

・はいかいＳＯＳネットワーク会議 (1回)

・キャラバンメイト連絡会 (5回)

・五師士会認知症支援専門委員会 (4回)

会 議 名 回数 実 施 内 容

地域包括支援セン

ター連絡会

9回 ・ 自立支援型介護予防ケアマネジメントの進め方

・ 成年後見制度（研修復命）

・ 人権研修：避難所の運営について（ＨＧＵ）

・ 百歳体操の体力測定方法

・ 虐待対応（研修復命）

・ 介護保険申請時の対象者確認票について（高齢介護課）

・ 事例検討会「先天性の聴覚障害者で手話の獲得も不十分なためコ

ミュニケーションが困難な人の事例」

・ 対象者確認票の見直しについて

・ 総合事業について確認しておきたいこと

・ 広島県自立支援型ケアマネジメント（研修復命）

「軽度者の糖尿病疾患を抱える人の在宅での栄養管理と食行動に

ついて」

・ 地域包括ケアシステム（講演会）

「生活支援体制整備事業」について 等

地域包括支援セン

ターリーダー会議

毎月

1回

・ 包括連絡会・関係機関連絡会の企画

・ 法改正に伴う今後の廿日市市の対応について

・ 配食サービス、見守りホットラインについて

・ ひろしまヘルスケアポイントについて

・ 地域ケア会議における地域課題について

・ 軽度者に対する福祉用具貸与の例外給付について
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エ 地域ケア会議

地域の課題を発見し、支援のネットワークづくりを行うため、民生委員等の地域の関係者や

行政、社会福祉協議会、医療関係者、居宅介護支援事業所等が集まり、情報共有、地域の生活

課題の検討、事例検討等を行った。また、複雑な課題を抱える個別事例については、本人や家

族、ケアマネジャー、民生委員等の関係者が集まり課題解決に向けた協議を行った。

【地域ケア会議の機能】

①個別課題の解決 ②地域包括支援ネットワークの構築 ③地域課題の発見

地 域 会 議 名 回 数 ケア会議の機能

廿日市地域

・地域ケア会議（個別）

・相談室企画会議

・相談室終了後地域ケア会議

8回

3回

13 回

①

① ②

② ③

佐伯地域

・地域ケア会議（定例）

・地域ケア会議（個別）

・相談室終了後地域ケア会議

6回

1回

1回

① ② ③

①

② ③

吉和地域 ・地域ケア会議（定例・個別） 10回 ① ②

大野地域

・地域ケア会議（定例）

・地域ケア会議（個別）

・相談室企画会議

・相談室終了後地域ケア会議

8回

5回

2回

1回

① ② ③

① ②

② ③

① ②

宮島地域
・地域ケア会議（定例・個別）

・相談室終了後地域ケア会議

12回

1回

① ②

② ③
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オ ちょっとひと息医療とふくしの相談室

廿日市市五師士会と共催で、地域の高齢者のため専門職と行政並びに地域のネットワークの

体制づくりを目的として、市民センターや集会所等１６ヶ所で実施。（当初、２０ヶ所で予定

していたが、台風や新型コロナウイルス感染拡大防止のため４ヶ所を中止とした。）

カ 地域での活動等

地域のサロンや老人クラブ等で介護予防に関する情報提供を行い、いきいき百歳体操の普及

活動として出前講座を実施した。また、「やすらぎ支援員養成講座」、「介護予防・生活支援

員養成研修」、「認知症サポーター養成研修」、「廿らつプラチナボランティア養成講座」の

講師として協力した。

令和元年度 出前講座等実績

年 度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

回 数 20回 20回 16回

延来場者数 386人 489人 481人

延相談者数 173人 178人 163人

種 類 地 域 内 容 回数
参加

者数

出前

トーク

はつかいち
・ 住み慣れた地域に暮らし続けるために

高齢になったときの暮らしについて
1 16

さいき

・老後の暮らし方、過ごし方

・地域包括支援センターの仕事内容

・介護保険の申請の流れ

・生活不活発病、コグニサイズの紹介と体操

・見守りネットワークのチラシ配布

1 37

計 2 53
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出前

講座

はつかいち

・ 地域包括支援センターの紹介

・ 介護保険制度の説明とサービス利用の流れ

・ 高齢者の健康づくりと医療の情報

・ わかりやすい成年後見制度

・ コグニサイズ

・ 認知症について

・ 住宅改修の紹介

・ 熱中症の注意喚起

・ 尿漏れ対策

・ 皮膚トラブルや保湿ケア

・ 特殊詐欺防止について 等

10 133

さいき 16 324

おおの 9 217

計 35 674

百歳

体操

はつかいち

【プレゼン】 生活不活発病や百歳体操の効果

【初回】 体力測定、簡易版体験

生活不活発病について

【3ヶ月後】 体力測定、栄養について、

スペシャル版体験

【6ヵ月後】 体力測定、コグニサイズ、

スペシャル版

【1年後】 体力測定、介護予防の話

スペシャル版、かみかみ体操

15 318

さいき 9 162

おおの 17 374

計 41 854

認知症・

精神関

連

はつかいち
・ 認知症の早期発見と予防について

・ コグニサイズ

・ 認知症の症状について、寸劇

・ 物忘れプログラムの実施

・ 認知症サポーター養成講座 等

10 462

さいき 8 218

おおの 8 503

計 26 1,183

合計 104 2,764



１５

(5) 一般介護予防事業

ア まめでいきいき元気教室

運動器の機能向上、栄養改善、口腔ケア等の複合プログラム事業を、業務委託により１クー

ル６ヶ月間、全１８回、２７コース実施した。（台風の接近や新型コロナウイルス感染拡大防

止のため中止とした回あり。）

(ｱ) まめでいきいき元気教室実施件数（全体）

(ｲ) 令和元年度包括別まめでいきいき元気教室実施件数

(ｳ) 広島県統一評価項目での参加者の評価結果（廿日市地域実施分）

年 度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

実施回数（回） 400 360 317

参加者人数（人） 462 416 447

参加者延人数（人） 7,386 6,672 6,096

実施地域 廿日市地域 佐伯地域 大野地域・宮島

実施回数（回） 162 68 87

参加者人数（人） 291 51 105

参加者延人数（人） 4,020 670 1,406

区分 評価項目

評価結果

改善率

改善 維持 悪化 比較不能

共通

ＢＭＩ 39人 8人 83人 21人 25.83％

健康・生活状況に関す

る質問項目
32人 49人 51人 19人 21.19％

運動

握力 25人 100人 4人 22人 16.56％

開眼片足立ち 14人 97人 13人 27人 9.27％

タッチアップゴー 7人 116人 6人 22人 4.64％

痛みの程度 36人 48人 5人 62人 23.84％

延べ人数 153人 418人 162人 173人 16.89％



１６

(6) 認知症施策推進事業

ア 認知症地域支援推進員の活動

地域包括支援センターはつかいちに２名、地域包括支援センターおおのに１名配置。

認知症の人やその家族を支援する相談業務や、地域の実情に応じて医療機関、介護サービス

事業所や地域の支援機関をつなぐ連携支援等を行った。

(ｱ) 認知症地域支援推進員の活動状況

イ 認知症初期集中支援チーム

認知症初期集中支援チームを医療法人みやうち（廿日市野村病院）に委託し、認知症又はそ

の疑いがある人や、家族を専門職が訪問し、アセスメントや家族支援などの初期支援を包括

的・集中的に行い、自立生活のサポートを行った。支援にあたっては、チーム員会議で認知症

地域支援推進員と情報共有を図りながら、支援の検討を行っている。

認知症初期集中支援チーム検討委員会を年2回開催し、チームの活動内容の検証、認知症施

策について意見交換を行った。チームとして困難事例に関わることが多くなっており、初期段

階での関わりが課題となっている。

(ｱ) 認知症初期集中支援チームの活動状況

年 度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

相談実人員 123人 164人 263人

訪問延件数 583件 741件 963件

相談延件数 1,080件 1,169件 1,234件

年 度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

訪問実人員 21人 23人 11人

訪問延件数 50件 35件 17件

チーム員会議 13回 23回 18回



１７

ウ 認知症カフェ

市内に５ヶ所の認知症カフェがあり、認知症またはその疑いがある人や家族、地域住民及び

専門職が気軽に集い、互いの交流や認知症の啓発の場となっている。

さくら亭カフェを市の委託事業で実施。認知症地域支援推進員が参加して支援している。新

型コロナウイルス感染拡大予防のため、令和2年3月はすべて休止となった。

名 称 開催日時 場所

さくら亭カフェ 毎月第２火曜日13：30～15：30 さくら亭（廿日市市住吉）

にっこりカフェ 毎月第４火曜日13：00～16：00 大野支所３階交流スペース

のぞみカフェ 毎月第４日曜日14：00～16：00 介護付有料老人ホーム望海の里

ｎ-ｃａｆｅひまわり 毎月第４日曜日14：00～16：00 みやうちはつかいち駅前ビル

認知症カフェ

（ドラッグしみず）

3月、6月、9月、12月のいずれかの

土曜日14：00～16：00

山崎本社みんなのあいプラザ又

は串戸市民センター



１８

３ 決算に関する事項



１９

歳　入

令和元年度決算額 令和２年度決算額 増減

① ② ②－①

01 サービス収入 01 介護予防マネジメント収入 01 介護予防マネジメント収入 56,321,118 59,091,085 2,769,967

02 繰越金 01 繰越金 01 繰越金 1,818,573 1,351,964 △ 466,609

03 諸収入 01 雑入 01 雑入 39,882 24,676 △ 15,206

58,179,573 60,467,725 2,288,152

歳　出

令和元年度決算額 令和２年度決算額 増減

① ② ②－①

01 事業費 01 介護予防支援事業費 01 介護予防支援事業費 54,065,609 55,819,621 1,754,012

02 諸支出金 01 保険事業勘定繰出金 01 保険事業勘定繰出金 2,762,000 2,423,000 △ 339,000

56,827,609 58,242,621 1,415,012

令和元年度介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）決算書

歳入合計

歳出合計

款 項 目

款 項 目


